
270 INTERNET magazine 2001/1 XML（エックス・エム・エル／eXtensible Markup Language）：文書の構造を記述するマークアップ言語の1つでSGMLをリニューアルしたもの。文書自身の中にタグを埋め
込む形で利用され、ユーザー自身が独自のタグを定義することができるのが特徴。

現在、「アプライアンス」と呼ばれる、機能をしぼりこんだネット

ワーク機器が注目を浴びている。サーバー分野では、ウェブやス

トレージ専用のアプライアンスサーバーが次々と出荷され、コン

シューマー向けには、インターネットを手軽に利用できるウェブ

アプライアンスと呼ばれる製品が発表されている。そうした中で、

インフォテリアは企業がB2Bにすばやく参入できることを目指し

たXMLサーバーを発表した。

XML関連ソフトウェアメーカーのインフォ

テリアは、B2B サーバーソフトウェア

「Asteria」（アステリア）を発表した。近年、

B2Bの実現にはXMLがなくてはならない要素

だという認識が一般的になりつつあるが、

Asteriaはずばり「XMLネイティブ」をうた

ったサーバーだ。インターネットを通じて企

業間でXMLデータを送受信し、社内のデー

タベースやアプリケーションサーバーとの間の

橋渡しを行う。同時にこのサーバーをLinux

ベースのハードウェアに収めた「Asteria.

Planet」も発表された。世界でも例のない

B2B専用のアプライアンス製品で、外部には

電源とネットワークポートのみを持つ。

接続先無制限のAsteriaの価格が2400万

円以上、接続先が2つに限られたAsteria.

Planetは95万円以上だ。アプライアンス製

品のターゲットは、特定の大企業の調達シス

テムにつないで製品を納入するような中小企

業になる。

Asteriaの発表会では、ソニーがVAIOなど

の部材調達システムのためにAsteriaを採用

することが発表された。ソニーでは電子部品

のビジネスプロセス標準であるRosettaNetを

使っている。Asteriaはまず、B2Bの実用化

がもっとも進んでいる電子機器メーカーを中

心に使われていくようだ。

www.infoteria.com

姿を現したB2B専用アプライアンス

日本発アプライアンス世界へ

サーバーの可能性

専用

ソニーのネット調達システム「SPIRIT」にAsteriaを採用す
ることを発表するソニーの田谷善宏氏。

「Asteriaはビジネスの星々をつなぐ星座」と語るインフォテ
リアの平野洋一郎社長。
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企業間取引のための「XMLルーター」

Asteria.PlanetにはCD-ROMドライブが付い

ていると聞きましたが？

お客さんにはCD-ROMは見えないようにして

います。CD-ROMからブートして動きます

が、内部で動いているLinuxなどは気にせずに使え

ます。ビジネスプトロコルというのは更新されてい

きますから、インストールし直さなくてもCD-ROM

を入れ替えればバージョンアップできる構造になっ

ています。

F
AXで受発注するようなリアルワールドでやって

いるB2Bと同じ感覚で使えるものでないと、中

小企業には使えない。一方、今のB2Bサーバーは

すごく複雑です。このギャップを埋めるために作り

ました。OSやソフトの相性を気にしなくていいこ

と、ほかのものとの干渉を受けないことが必要です。

既存の環境との相性をテストしなくても独立して必

ず動くという形を作りたかった。目指すところは、

ルーターのように接続試験をしなくても、標準的な

プロトコルが搭載されていて、箱につながりさえす

ればちゃんと面倒を見ますよということ。ビジネス

プロトコルがどんどん標準化されていくと、カプセ

ル化されて、必ずAsteria.Planetのようなブラック

ボックスに進みます。

そうしたビジネスプロトコルは今後どれがメ

インになるでしょうか？

それはわかりませんが、スケジュール的にはま

ずRosettaNetが来ます。まずは電子商取

引を自らやってみせなきゃならない電気電子業界が

実装しているわけですから。次は机やコピー紙のよ

うなMRO（間接材）という違う領域をやっている

アリバが2001年頭くらいに本格化してきます。3

番目にコマースワンやBizTalkが来るでしょうが、

タイミングがebXMLと重なります。最後の3つは、

あらゆる領域を扱うものなので、統合されるかもし

れないですね。

XMLはビジネスプロトコルを中心に進んで

いくのでしょうか？

いえ、XMLから見ると、B2Bはワンオブゼム

です。ドキュメント的なものや、CADなど

のデータ、政府系の文書など、世の中はすべて

XML化しますが、インフォテリアが応用領域で提

供するのは、B2Bに特化したAsteriaだけです。

B2B以外の領域は技術的に支援していくツールを

作ります。

B
2Bというのは、今流行して騒がれているとい

うだけではなくて、非常に大きな波だと思い

ます。今後10年くらいはいろいろなところに浸透

して、あらゆるものを変えていくものであり、大き

な意義のあるテーマです。

海外への展開は？

2
000年内にアメリカで発表して売っていきます。

Asteria.Planetに関してはリリースを出しただ

けですが、いったい何なんだという問い合わせがす

でに来ています。

「ビジネスプロトコルはカプセル化される」平野洋一郎社長に聞く

現在B2BのためにXMLのさまざまな標準

化が進められている。コンピュータ業界のコ

ンソーシアムRosettaNet、アリバ社のcXML、

コマースワン社のxCBL、マイクロソフト社

が中心となるBizTalk、そして世界規模の

XML推進組織OASISのebXMLがある。

Asteriaはこうした各種のビジネスプロトコル

を“プラグイン”として組み込むことで機能

する。動きの速い標準化動向に柔軟に対応

しながら、XMLのパワーを企業に導入できる

わけだ。中小企業もAsteria.Planetによって

ビジネスプロトコルの標準を利用できるよう

になり、マーケットに安いコストで参加でき

るようになる。

ちょうどTCP/IPネットワークのバックボー

ンにルーターがつながっているように、XML

が流れるマーケットプレイスに接続されたア

プライアンスがあらゆるところに置かれるの

が将来の姿になるのだろうか。
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